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会社概要
会社名 株式会社みちのりホールディングス Michinori Holdings, Inc

住所

連絡先

設⽴の⽬的

【東京事業所】
〒100-0006
東京都千代⽥区有楽町1-10-1
有楽町ビル7階

TEL   03-6250-1071 
FAX   03-6250-5620

グループ公共交通事業体の持株機能及び⻑期的・持続的な事業価値の向上

設⽴年⽉⽇

資本⾦

株主

2009年3⽉16⽇

資本⾦3億円

株式会社経営共創基盤 100%

代表取締役グループCEO 松本 順（株式会社経営共創基盤 共同経営者）
（株式会社⽇本共創プラットフォーム 取締役専務）

取締役 冨⼭和彦（株式会社経営共創基盤 IGPIグループ会⻑）
（株式会社⽇本共創プラットフォーム 代表取締役社⻑）

取締役 関 敦彦

役員

【本社】
〒100-6608
東京都千代⽥区丸の内1-9-2
グラントウキョウサウスタワー8階

TEL   03-4562-1520
FAX   03-4562-1100

E-mail  info@michinori.co.jp
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事業内容

交通

整備観光・旅⾏

タクシー

観光バス 路線バス ⾼速バス 運転⼠達

電⾞

モノレール

⾞両整備の⾵景ホテル

ロープウェイ
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みちのりグループ ⾼速バス運⾏路線

 東⽇本エリアを中⼼に58路線を運⾏し、年間300万⼈以上の利⽤者数を持つ
 デジタルチケット導⼊、Free WiFi完備など、UXを改善

• 東北⇔⾸都圏 8路線
• 東北⇔東北 20路線
• 東北⇔中部・関⻄ 4路線
• 北関東⇔⾸都圏 7路線
• 北関東⇔東北 1路線
• 北関東⇔中部・関⻄ 3路線
• 東北空港路線 7路線
• ⾸都圏空港路線 8路線

合計︓58路線

⾼速バス運⾏路線⼀覧

⾞内広報誌 ”みちのり“を
2018年夏に創刊

⼋⼾
弘前 ⻘森 三沢

久慈安⽐

喜多⽅

桐⽣

⽇光 会津

いわき

郡⼭

⽔⼾
⽇⽴

福島空港

太⽥

川崎
東京

羽田空港
横浜

笠間

福島
新潟 相⾺

宮古

⼤館

京都・⼤阪

名古屋

仙台

さいたま

那須

花巻空港

松島

仙台空港

成田空港

茨城空港

平泉

益⼦
宇都宮

盛岡

東京ディズニーリゾート

新潟空港
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⼈的資源の
不⾜

⾼齢者の
増加

⻑期的
⼈⼝減少

ルート・ダイヤの最適化
運⾏の質の向上（安全・接遇）

旅⾏サービスの充実
インバウンド誘客

地域経済に
貢献

交通インフラの維持・発展
交流⼈⼝の増加

継続的設備投資
労働分配の増加（雇⽤創出）

収益性の改善

労働⽣産性の改善

乗⾞密度の向上

移動需要の創出

みちのりのビジョン

デジタル化
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みちのりグループの沿⾰

 みちのりグループは、2009年に経営共創基盤（IGPI）の100%出資により設⽴されて以降、
多数の交通事業者がグループに参画しています。

2009年3⽉ みちのりホールディングス設⽴
2009年4⽉ 福島交通がグループ⼊り

2009年8⽉ 茨城交通がグループ⼊り

2010年4⽉ 岩⼿県北⾃動⾞がグループ⼊り

2012年4⽉ 関東⾃動⾞がグループ⼊り

2013年8⽉ 会津乗合⾃動⾞がグループ⼊り

2015年6⽉ 湘南モノレールがグループ⼊り
2016年12⽉ 東野交通がグループ⼊り

2017年5⽉ 南部バスがグループ⼊り
2017年12⽉ ⽇⽴電鉄交通サービスがグループ⼊り

交通・観光事業6グループ
従業員︓約4,800⼈
⾞両台数︓約2,400台

2018年4⽉ 東⽇本交通がグループ⼊り
2018年10⽉ 関東⾃動⾞と東野交通が経営統合（合併）

2019年5⽉ 茨城交通と⽇⽴電鉄交通サービスが経営統合（合併）
2021年8⽉ なの花交通バスがグループ⼊り
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みちのりグループ

みちのりグループ

経営共創基盤

みちのり
ホールディングス

100%出資

岩⼿県北バス
グループ

・岩⼿県北⾃動⾞

・東⽇本交通

・みちのりトラベル東北

・浄⼟ヶ浜パークホテル

・瑞光（旅館︓四季亭運営）

・宮古エコカー
シェアリング

福島交通
グループ

・福島交通

・福交整備

・福島交通観光

・フクコーアド

・福交保険
サービス

会津バス
グループ

・会津乗合⾃動⾞

・会津トラベル
サービス

・ATS保険サービス

・あいづスタッフ

関東⾃動⾞
グループ

・関東⾃動⾞

・関東⾃動⾞整備

・関東ツアー
サービス

・やしお観光バス

・那須交通

茨城交通
グループ

・茨城交通

・運⾏マネジメント
サービス

・電鉄タクシー

・なの花交通バス

・ひたちなか海浜
鉄道（49%出資）

湘南
モノレール

みちのり
トラベル
ジャパン

100%出資
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単独の
改善

単独の
改善

単独の
改善

単独の
改善

単独の
改善

単独の
改善

広域連携効果

 ベストプラクティスの横展開や、スケールメリットの追求により、単独では成し得ない改善効果
を⽣み出す

福島交通

湘南モノレール茨城交通

岩⼿県北バス

関東⾃動⾞

会津バス

みちのり
グループ
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縦串・横串のグループ経営

※⼈数はイメージ

みちのり
HD

横串
メンバー

岩⼿県北バス
グループ

経営陣

福島交通
グループ

経営陣

会津バス
グループ

経営陣

関東⾃動⾞
グループ

経営陣

茨城交通
グループ

経営陣

湘南
モノレール

経営陣

安全対策（事故防⽌策、乗務員教育、内部監査制度の構築など）

ビジョン共有・経営企画

デジタル化（決済、バスロケ、MaaS、⾃動運転、電動化など）

⾼速バスマーケティング

⾞両整備のベンチマーキング

⾞両導⼊

ローカル路線活性化

⼈事制度改⾰

インバウンド誘客

プロパー社員との緊密なコミュニケーション
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⽬次
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私的交通とは、バイク・
⾃家⽤⾞・タクシーのこと

新興各国のメトロポリスが抱える問題

新興各国の都市では、慢性的な交通渋滞・交通事故の増加・環境汚染が⼤きな社会
問題となっている

私的交通の
利⽤増

交通事故の増加

公共交通の
利⽤減渋滞の悪化

環境問題の悪化

悪循環

ASEAN諸都市の課題構造背景

⼈⼝増
国⺠所得

増加
道路網の

整備
鉄道インフラ
は計画段階

バイク・⾃
動⾞の普及
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現地課題の解決はマスタープランを継続的・⾃律的に実⾏できてこそ。そのた
めに⺠間事業が担うべき役割も⼤きい。

現地が真に解決したい課題現地が真に解決したい課題

マスタープラン策定・実⾏
（モーダルシフト、マルチモーダル連結 etc）

マスタープラン策定・実⾏
（モーダルシフト、マルチモーダル連結 etc）

⺠間事業が担うべき役割

 都市整備、経済活動活性化
 交通インフラの近代化（路線網、質の向上）
 事故防⽌、渋滞解消
 クリーンエネルギー化、環境対応 等

マスタープラン インフラ導⼊ 事業運営

継続的・⾃律的な都市開発プロセス

 公共交通事業の経営品質向上
 近代的なオペレーションの導⼊
 既存事業者の統廃合を含む業界再編
 業界・市場全体としての技術活⽤・規格対応 等

公共交通運営の近代化に向けた⺠間事業の役割
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現地課題解決に対する⺠間事業としてのみちのりグループの貢献

中⻑期戦略策定から現場のオペレーション改善に⾄るまで、幅広い領域で⽀援

業務改善⾞両調達 先端技術

⽀援テーマ ⽀援内容の⼀例

現地視察・マネジメントインタビューを通じ、
中⻑期のロードマップを作成

本邦研修を実施し、当社の経営管理体
制を紹介

電気バス・MaaS・⾃動運転等、最先端
テクノロジーの活⽤事例を紹介

パイロットプロジェクトを実施し、安全運
⾏・接遇を改善

組織体制管理会計

経営戦略

戦
略

現
場

組
織

中⻑期戦略策定

経営管理体制強化

先端技術導⼊⽀援

⽇次業務の⾒直し
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新興国⼤都市の公営バス会社の⺠営化
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⼈⼝1千万⼈都市の公共交通の90%をカバー
している

・バス⾞両台数 ︓1,000台超
・路線数 ︓70超
・従業員数 ︓1万⼈超

政府決定により、⺠営化の⽅針が
⽰されている

みちのりグループによる株式取得、経営・事業参画も視野に⼊れた
⽇本のバス事業オペレーションの海外インフラ輸出

公営バス会社



Michinori Holdings All Rights Reserved

本邦研修の実施

- 15 -

 2019年、公営バス会社の幹部を⽇本に招聘し本邦研修を実施
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現地での⼤規模公共交通セミナーの実施
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 2019年、⽇本からは国⼟交通省、現地からは公共交通管轄当局をお招きし、公共交通
の重要性、両国の公共交通政策、事業者の取り組みに関するプレゼン、意⾒交換を実施
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運⾏管理業務の改善⽀援①
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パイロットPJとして、アルコールチェッカーの試験導⼊、みちのり式の点検、⾯前
の出発前点呼を実施し、路上故障の低減や安全運⾏の意識改⾰・成果につながる

出発前
点呼

始業前
点検

⽇次業務の導⼊⽀援

• みちのりがチェックリストを
提供

• 上記参考に、⾃社でチェック
リストを作成し、15分程度の
点検を実施

• みちのりの出発前点呼の⽅法
を紹介

• 出発前に必ず⾯前での点呼を
実施

• 健康状態確認や道路状況等に
関する情報を共有

アルコールチェックの導⼊⽀援

• みちのりが推奨メーカーを選定し、機器
の選定をサポート
• みちのりの交渉により、メーカーからの
アルコール検知器の貸出を実現
• 導⼊設置後も、教育・研修を実施し運⽤
を⽀援
• 結果、ドライバーの安全運⾏に関する意
識改⾰を実現
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運⾏管理業務の改善⽀援②
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デジタルタコグラフの試験導⼊を⾏い、運転技術の向上、燃費改善、ドライバー評
価制度の構築を図り、現在も改善活動を継続中

①事務所 ②出庫 ③⼊庫
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⼈材開発プログラム（技能実習⽣の受け⼊れ）
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 2020年、現地のバス会社の整備⼠を技能実習⽣として受け⼊れ開始
 みちのりグループ各社の現場で基礎知識、現場での実践的技能、管理者としての知⾒を習得中
 整備部位ごとに教育項⽬と技能評価を設定すると共に、パーツ交換基準や⼒加減など数値化しにくい技能も丁寧に伝達

みちのりグループ各社の整備現場で
実践的実習プログラムを実施

実習修了⽣の⺟国へのUターン
• 整備現場の管理職
• ⾼度な技能を持った整備⼠
• 経営幹部候補

実習⽣の派遣
• 管理職候補
• 整備⼠トレーニー
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新興国⼤都市におけるバス事業近代化⽀援の要諦
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デジタル
投資 営業CF向上

再投資

DX
⾶躍的な⽣産性向上

消費拡⼤

同業 同業 既存事業 同業 同業

集約的CX

⼈材投資（育成・採⽤)
賃⾦増加

特徴︓⼩規模、多数、低賃⾦、企画⼒の⽋如、近代化遅れ etc

企業⽂化の改⾰
オペレーションの絶え間ない改善

DXの例
MaaS、電⼦決済、データ基盤、
ダイナミックルーティング、
電動化、⾃動運転、バスロケ・IoT

出資

対象国政府との連携
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⽇本のバス事業オペレーションの海外インフラ輸出
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都市計画の
策定・実⾏

交通政策、事業環境
整備、事業者再編

バス事業経営
の近代化

バス事業運営 都市計画策定

国（国交省他）

各種システム・
機器Finance, 

Legal

各種市場動向、
現地情報


